
取扱説明書

形名

三菱LED非常用照明器具 [ 蓄電池内蔵形 ]

■ 

施工は電気工事士の有資格者が電気設備の技術
基準・内線規程、取扱説明書に従い行う。

器具の取付けは、質量に耐える所に取付ける。

天井埋込み専用ですので天井直付けや壁面及び床
面への取付けはしない。

傾斜天井、補強のない天井では取付けない。

引火する危険のある雰囲気で使わない。

器具取付けの際は電線を挟まない。

電源線を器具の外郭に直接触れさせない。

配線工事の際、電線の絶縁体にキズをつけない。

断熱施工天井に取付けない。

電源線は、適合太さのものを指定長さに被覆を
むき、１本ずつ速結端子の奥まで差し込む。

アース工事は電気設備の技術基準に従い行う。

送り配線は非常用照明器具専用とし、容量を確認
して接続する。

電源線を電源端子台の差し込み穴に確実に差し込
む。

器具の取付けは取扱説明書に従い行う。

高温（ を超える）、高湿度（ ＲＨを超える）、
粉じん、油煙の多い場所、強い振動・衝撃のある場
所で使わない。

器具の外郭を天井内の造営材・ダクトに触れさせ
ない。

狭い箱のような中で使わない。また、器具を隠して
使う場合は、放熱を妨げない。

風呂場など水や湿気の多い場所で使わない。

表示された電源電圧以外では使わない。

Ｄ種(第３種)接地工事を確実に行う。

本体・蓄電池を確実に取付ける。

埋 込 形

保管用

さびの出やすい場所、腐食性ガスの出る場所で
使わない。
雨水のかかる場所で使わない。

器具を乾燥不十分なクロス貼り・コンクリート面に
は取付けない。

分電盤と電源端子台の間には電源スイッチを
設けない。



      　　　　

 取付前の確認

器具の取付けは質量に耐える
所に取付ける。

器具の取付けは取扱説明書に従い行う。

埋込穴径

・ 
断熱施工天井に取付けない。

 天井に埋込穴をあける
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アース

解除ボタン

電源
端子台

電源線側

送り側

はずし穴
（アース）

　・使用開始まで時間がある場合は、消灯するまで放電させた後、蓄電池を外してください。

　・電源線、アース線を取り外すときは、幅６ｍｍのマイナスドライバーを、解除ボタン、はずし穴にまっすぐ差し込んで 
ください。

3 電源線を電源端子台に接続する
（1）電源線を電源端子台の差し込み穴に確実に 

差し込む。
（2）アース線を差し込み穴に確実に差し込み。 

　＜Ｄ種（第３種）接地工事が必要です。＞

・電源端子台の容量は 15A です。
・適合電線：Φ1.6mm 単線　Φ2.0mm 単線  
・電源線は専用回路とする。

・Ｄ種(第３種）接地工事を確実に行う。
　 （接続不備は感電の原因）

・アース工事は電気設備の技術基準に従い行う。
　 （アース工事が不完全な場合は感電・火災の原因）

・電源線を電源端子台の差し込み穴に確実に差し込む。
　（接続が不完全な場合は、接続不良による発熱により火災の原因）

・電源線は、適合太さのものを指定長さに被覆をむき、一本ずつ
　速結端子の奥まで差し込む。
　 （差し込み不十分は接触不良により火災・感電の原因）
・送り配線は非常用照明器具専用とし、容量を確認して接続する。
　 （容量を超えると電源端子台が過熱・損傷し火災の原因）

分電盤と電源端子台の間には
電源スイッチを設けない。

非常灯

専用回路
AC１００～２４２V

接続状態

※取付け、取外し時は軍手等で手を保護してください。

4 本体を埋込穴に取付ける
（１）本体取付ばね２本を内側に押しながら、本体を埋込穴に押し込む。

本体を確実に取付ける。
（取付けが不完全な場合落下の原因）

電源端子台
（カバー付）

電源線
低電位側
アース線

電源線
高電位側

皮むき長さ
11～13mm

本体取付ばね

天井

本体

②

① ①

①本体取付ばねを押す。

②本体を押し込む。

N
送り

電源
はずし穴

φ1.6、2.0
Cu単線専用

ゲージ 12mm

は
ず
し
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（１）蓄電池はコントロールユニットのガイドレールに沿って爪がカチッと音がするまで押し上げて確実に蓄電池を保持
     する。

蓄電池を確実に取付ける。
（取付けが不完全な場合落下の原因）

枠を確実に取付ける。
（取付けが不完全な場合落下の原因）

 （１）本体角穴に枠固定ばねが入るように、枠固定ばねを内側へ押しながら、点検スイッチと点検スイッチ用穴を
　　 合わせて枠を押し上げる。

（２）光源ユニットを矢印の方向に回転させながら押し上げて、コントロールユニット側に仮取付けする。

（１）光源ユニットを矢印の方向に引き下げる。

（２）蓄電池の爪を内側に引っ張りながら蓄電池を引っ張る。

・点検スイッチが点検スイッチ用穴に入っていない状態で枠を無理に押し上げないでください。

・枠取付後は、枠を少し左右に回転させて、本体角穴に枠固定ばねが入っていることを確認してください。
破損の原因となります。

器具取付後は、緑色の充電モニタが点灯していることを確認してください。
また、点検スイッチを押して、ランプが点灯することを確認してください。

 ※一度電源を通電しないと非常点灯しません。

7 点灯を確認する

5 蓄電池を取付ける

6 枠を取付ける

電源を通電した後、（1）～（3）の状態になった場合、下記項目をチェックしてください。
（1）  点検スイッチを押しても非常点灯しない場合
　・電源は通電されていますか。（通電しないで、蓄電池を接続しても非常点灯しません）
　・蓄電池は正しく装着されていますか。 　・蓄電池は４８時間以上充電してありますか。

（2） 充電モニタ（緑色の表示ランプ）が点灯しない場合
　・電源は通電されていますか。

（3） ランプモニタ（赤色の表示ランプ）が点灯した場合
　・お買い上げの販売店もしくは取扱説明書に記載の連絡先にご相談ください。

　・蓄電池は正しく装着されていますか。
　・蓄電池の耐用年数（４～６年）を超えて使用していませんか。

（２）

ガイドレール

蓄電池

蓄電池の外し方

蓄電池交換時は、下記の手順で蓄電池を取り外してください。

蓄電池

光源ユニット

爪

爪

爪

コントロール
ユニット

（１）

（２）

（１）

本体

角穴
角穴

枠

点検スイッチ

点検スイッチ用穴

枠固定ばね

光源ユニット

光源ユニット



      　　　　



　
　

 蓄電池を抜き取り、電源を切って
から行う。

 点灯中及び消灯直後の器具には
触らない。

明るく安全にご使用いただくために半年に１回の
保守・点検を行う。

光を直視しない。

スイッチを強く押さない。

点灯中及び消灯直後の器具には触らない。

レンズはガラス製のため、取扱いに注意する。

　

器具の直下や近くにストーブなどの熱器具を
置かない。

器具の清掃・蓄電池の交換は電源を切ってから行う。

器具の改造や指定部品以外の交換はしない。
煙が出たり、変な臭いがしたり、破損したなど異
常を感じた場合はすぐに電源を切る。

蓄電池はショート・分解・加熱・変形させない。また、
火中に入れない。

お客さま自身で電気工事はしない。電気工事士
の資格が必要です。
器具のすき間や放熱穴に金属類を差し込まない。


